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重水素とトリチウム（D-T 反応）を用いた

核融合反応では、D-T 反応の際に生成される

ヘリウム灰は炉心プラズマの温度の低下や、

燃料粒子の希釈を引き起こすと考えられて

いる。そのため生じたヘリウム灰は、核融合

炉内に設置されているダイバータ部で排気

する必要がある。しかし、排気成分にはヘリ

ウム灰と共に未反応の燃料粒子も排出され

るため、ダイバータ部で燃料粒子とヘリウム

灰を選択的に分離する技術が必要とされて

いる。 

本実験はヘリウム灰と未反応の燃料粒子

（水素）を分離する方法として、プラズマに

対して高周波電場を誘起させるイオンサイク

ロトロン共鳴加熱法（ICR 加熱法）を用いる。

ダイバータ模擬実験装置 TPD-SheetIV を用い

て、水素とヘリウムの混合シートプラズマを

生成した。また、プラズマの上部と下部に設

置した平行平板電極にヘリウムのイオンサイ

クロトロン周波周程度の高周波を印可し、ICR

加熱法により He イオンを選択的に加熱した。

ICR加熱後のイオン種を調べるため、プラズマ

中心部にオメガトロン型質量分析器を設置し

た（図１）。またラングミュアプローブにより

電子温度、密度、空間電位を測定した。 

 図２にオメガトロン型質量分析器の質量ス

ペクトル計測結果を示す。高周波電場の出力を

０W から１００W に変化させると、ヘリウム

イオンの減少が確認できた。詳細はポスターに

て発表を行なう。 
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図１ ダイバータ模擬装置 TPD-SheetⅣ、及び

ICR加熱及びオメガトロン型質量分析器

によるイオン測定の概念図 

図２ 高周波出力 0W、100W 時での印加

周波数に対するイオン電流値変化 
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